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Z　　度 採集時 纏適時間號 湧　　　泉 使用器械 備　　　　　考放射能一I二目／分










2 生瀬巾2 18．630．O0．68±αO149．702．6513－11－09@1レ201－11X9．1 S－401淡褐色弱業昧あリ。
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湧　　　泉 初出佑谷 初回休部 初画伯鳥 初回傾岡 初回僻満 初回ノ根本 初田ノ淺山（2571）崎（2573）（2585） （2587） （2591）（2596） （2597）
本　温　泉 3．O Z6 1．2 O．9 一 一 1．4
丸山綱泉 λ4 λ5 8，9 12． 一 一 一
有馬炭酸泉 5．2 3．7 6．1 3．1 一 ■ 1．7
瑞費寺温泉 1．4 1．9 λ2 6．4 ’ ’ 0－7
榮　鋤　泉 臥9 ■ 1．7 1．2 ■ 一 i
地獄谷炭酸泉 z1 ■ 一 ’ 一 一 一
ラヂウム泉 一 ■ ‘ ． I，1 一一 O．9
花之坊温泉 Z3 一 i 一 ■ 一 ■
百問樋摘果 一 一 一 ’ 一 1．0 一
天王鎖泉 3．2 i 一 ’ 一 ■ 一
























鋏　　　泉 泉水1立中のラドン量 泉水1立中のラヂウムマッヘ（泉温。C） 畳10－1里g恥（泉絆C）備　　　　考
有馬ラヂウム蟻泉 155　　（16．4） 2、醐　　・　17〕 中沸氏の有馬ラヂウム鍛泉第3號
瑞寳寺銭泉 54．8　（28，8） 5．09　　　用同第ユ艶
有馬炭酸泉 5・86　．（16・O） 0．76　（16．O）醐A口g・1939採集
射場山麓鎌泉 4．57　（ユ8，6） 18．45　　　17〕中井氏の有馬ラヂウム鎮泉第2艶
腐植首間樋鐵泉 2．09　（20．3） 61．57　（肌O）1島）57，55　（20．O）1のA㎎．1939採集
有馬カタ越鉄泉 1．80　（20．5） 111．05　（21．O）］聴Aug．1939採集
花之坊温泉 0．79　（27，4） 68．50　（37，6）1〕〕47．08　134．5）1ε）Aug・ユg39採集
有馬本温泉 0．66　（45．5） 64．97　（43．O）］勒71．29　（43，O）16jAug・1939採集．
新有馬温泉 遺跡　（51．O） 581．16　（640）醐
　第I4表に見る如くラド：・の多い鑛泉必ずしもラヂウムを多く含ます又ラヂウム合有量
大なる鑛泉必ずしもラドンを多く含まない。倫鑛京中のラドンとラヂウムとの關係を考
へる場合には次の諸項に注意せねばならない。
　（I）含有ガス量大なる鑛泉に於ては湧出時の携勧の爲ラドンの逸失が多い。
　（2）湧出量小なる鑛泉に於てはラドンが地表に達する迄の時間は豫想外に大と一なり其
闇に於けるラドンの崩壊を考慮する必要が起る。
　（3）沈澱物の多い鑛泉では湧出と共に急激に沈澱が生戒され之が液中のラドンを吸着
する。
　以上は何れもラドン含有量の過小に測定される原因となるのであるが表中の鉄泉に於
ても（1）が適用されるものに有馬炭酸泉，唐櫃百問樋鉄泉，水温泉，（2）が適用される
ものに花之坊温泉，（3）が適用されるものに水温泉がある。筒薪有馬温泉はエヤーリフ
トポンプに依って汲上げるため共際の。気泡と共に大部分のラドyが逸失されるのであ
ると．解糧される。薪有馬温泉は此の理由により除外してラドン含有量に封じてラヂウム
含有量の木なろカク越温泉及卒温泉に載て見るに次の穣な關係があ乱
六甲山塊周違の鍍泉の放射能 45
泉
カタ越鑛泉
本　　温　　身
上記ラドン亡平衡
すべきラヂウム量
　10－12g　Ra　l－1
　　　654
257
預＝測されたラヂウ
ム量
　10－12g　R記卜1
　　111．05
　　　64．97
　　　71．29
比率％
59
29
30
卵ちラヂウム含有量の最も多いものと難も筒ラドン含有量が平衡量を逢かに凌駕して歴
倒的に多い事が之からも窺はれ乱
　本研究は浪速高等學技研修都科學班有志の魔援を得て打つだ。筒測定に醤っては浅山
哲二理學士，本學々士川井直人，井上英二面粛の援助を得た。記して感謝の意を表する
次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考　文　献
1）旦智部忠桑　榊戸市北の炭酸鐵泉は瀬戸内地溝帯中の地袋線よ切湧出するものム如し（雑報）
　　　　　　　　　地學雑誌，第9集，第98巻，明治30年，第79頁．
2）　T．互iki　　Distributio皿。r　Mi口er目I　Spring昌巴1ong　tho　Geoteolonio　Lines　i皿。eDt－al　Japan，
　　　　　　　　Mem，CoユL　Sci．Eng，Kyoto　Imp．U口i“II，Nd．9，（1909）277＿283．
3）小川　郵治　西宮市宮水保護調査曾報告　昭和元年．
　　ム．皿at皿bam　On　the　Gmund　Woter　of　N1目hmmlアa　a皿d　lts　Enw㎝s，Pmc3rd　P宙n－
　　　　　　　　　Paoi行。　Soi．Congr．Tokyo，（1926）。817－837一
4）
5）
6）
7）
8）
9）
上治責次郎六甲山塊の地質ざ構造地學雑誌・第49年・第58蛾，昭和12年10月．
児．　18011i2皿　The　Mimml　Springs　of　Japa皿，（ユ915），　ユ15一ユ21．
観盛昌安　泉救計の改造ざラドンの代用標準　理研彙報第10輯第12號，昭和6年，第1105頁．
初田普■郎　有馬温泉の湧出量　地球，第24巻1節6號・第24頁．
未護表
1D．I81t呈㎜ユ1（：百谷橋市郎）a皿d　K．1皿a11abo　（貫鉛■　郎）Radmaotw町。f　Mmo抱一sprmgs
　　　　　　　晶t　Arim田田nd・Neighbouring　Districts，Pmo，Physico－M乱them．S－2nd　Ser．Vo1．
　　　　　　VI，（1911－12），p，220．See　also5）p．183．
10）H．Kibe2出i（木部崎弘）5）P．121参照
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
18）
K．SIliratori（自真■度長）Tho　v趾i宮tion　of胞di品。tiΨity　of　hot亭p．ing。，soi－Rep－T6hoku
　　　　　　　ImレUniv．S6r，I，16（エ927〕，p．613．
1≡I1．1Iamada　（ミ真日1秀貝1，，　Re－deterlIlm3tlon　of111e　lI副dloaotwlty　of　hnt　spnngs　ln　t11e　S阯1－ln
　　　　　　　district　and　ooigh1〕ourhood，Soi．Rep．T6hoku　Imp．U皿iv．Ser．I，18（1929），p．317．
1一　記真　　隆治　　18），　P．385　参埋竃．
根本選明16），参照、
中井　敏夫　本邦銀泉の徴量成分（典四）　山梨縣省富地方錐泉水のラドン及ラヂウム含量（績
　　　　　　　報）日本化學會誌，第59峡，第10號，昭和13年10月，第1183頁．
中井敏夫　本邦銀泉の徴量成分（其三）兵庫縣有馬温泉のラヂウム含量　日本化學會誌，第
　　　　　　59峡，第10號，昭和13年10月，第1179頁。
化學賛験學12地球化學　昭和6年，第102頁及第173頁．
T．Wakai：　　Bull．chem．soo・J・15．s11pPlリ（1940），P－351．
